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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動状態が異なる複数の駆動モード間での駆動モードの切替えが可能とされた先端工具
と、
　前記先端工具の駆動モードを切替えるモード切替装置と、を有する作業工具であって、
　前記モード切替装置は、
　手動操作によって回転動作可能なモード切替部材と、
　前記モード切替部材の回転軸線と交差する方向に直線動作可能な被動側部材と、
　前記被動側部材の直線動作によって作動されるモード切替機構部と、
　前記モード切替部材に当該モード切替部材の回転軸線から径方向に偏心した位置を初期
位置として配置され、前記モード切替部材が回転動作するとき、前記被動側部材に接触し
た状態で円弧状の運動を行うことによって当該円弧状の運動のうちの前記被動側部材の直
線動作方向成分を介して前記被動側部材を直線動作させる作動部材と、を有し、
　前記作動部材は、前記モード切替部材に対し前記初期位置から前記モード切替部材の回
転軸線に近づく当該モード切替部材の内径方向への移動が可能とされており、
　前記作動部材が前記初期位置から前記内径方向へと移動する際、前記作動部材によって
弾性変形されることで前記作動部材を前記初期位置に復帰させるべく弾発力を蓄積する弾
性要素を更に有し、
　前記作動部材は、前記モード切替部材がモード切替えのために回転動作する際、前記モ
ード切替機構部の動作の停滞によって前記被動側部材の直線動作が規制されたときには、
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前記弾性要素を弾性変形しつつ前記モード切替部材の内径方向へと移動動作することで前
記モード切替部材の回転動作を許容し、前記モード切替部材が回転動作された状態におい
て、前記モード切替機構部の動作の停滞が解消されて前記被動側部材の直線動作規制が解
除されたときには、弾発力が蓄積された前記弾性要素によって前記初期位置へと復帰動作
されることで前記被動側部材が直線動作する構成とし、
　前記作動部材の前記モード切替部材に対する内径方向への移動動作は、前記モード切替
部材の回転軸線以外の定点を支点とする揺動運動であることを特徴とする作業工具。
【請求項２】
　請求項１に記載の作業工具であって、
　前記作動部材の支点は、前記モード切替部材の回転軸線と前記初期位置に置かれた前記
作動部材とを結ぶ直線に関して互いに対称な位置に各一個ずつ設けられ、前記作動部材は
、一方の支点周りの揺動運動と他方の支点周りの揺動運動がそれぞれ可能とされているこ
とを特徴とする作業工具。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の作業工具であって、
　前記モード切替部材が装着される装着孔を備えた工具本体部を有し、
　前記モード切替部材は、前記装着孔に回動自在に嵌合する円形部を有し、前記円形部に
は回転軸線方向の凹部が形成されるとともに、前記凹部内には前記作動部材のうちの前記
被動側部材と接触する部位を除いた部位および前記弾性要素が収容されていることを特徴
とする作業工具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、先端工具を駆動状態が異なる複数の駆動モード間で切替えるためのモード切
替装置を有する作業工具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　実公平２－３０１６８号公報（特許文献１）には、スピンドルの回転速度を高速モード
と低速モードとの間で切替えることが可能な速度変換クラッチ操作機構を備えた電動ドリ
ルが開示されている。上記公報に記載の電動ドリルでは、使用者の手動操作によって回転
動作される切替レバーの回転運動を、偏心ピンを介して摺動部材の直線運動に変換してク
ラッチ機構部に伝達するモード切替装置を有する。偏心ピンと摺動部材との間にはねじり
バネが介在されている。ねじりバネは、実質的には摺動部材に一体状に設けられている。
そしてモードを切替えるべく切替レバーが回転動作された際、クラッチ機構部における駆
動側クラッチ部材と被動側クラッチ部材の噛合い係合が停滞した場合には、ねじりバネが
撓むことで弾発力を蓄積し、その後、上記の停滞が解消したときに、ねじりバネの蓄積さ
れた弾発力で摺動部材を直線動作させてクラッチ機構部を噛合い係合させる構成である。
【０００３】
　上記構成によれば、モードの切替時におけるクラッチ機構部の噛合い係合を円滑に行う
ことが可能となる。しかしながら、ねじりバネを偏心ピンと摺動部材との間に跨って配置
する構成のため、ねじりバネのアーム部が長くなり、結果としてねじりバネが寸法的に大
きくなってしまう。また偏心ピンと摺動体とを互いに離間した位置に配置する関係で広い
配置スペースが必要になる。このような点で、公報記載のモード切替装置は、なお改良の
余地がある。
【特許文献１】実公平２－３０１６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、かかる点に鑑み、作業工具におけるモード切替装置のコンパクト化を図る上
で有効な技術を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を達成するため、各請求項記載の発明が構成される。
　請求項１に記載の発明によれば、駆動状態が異なる複数の駆動モード間での駆動モード
の切替えが可能とされた先端工具と、先端工具の駆動モードを切替えるモード切替装置と
を有する作業工具が構成される。本発明における「作業工具」としては、典型的には、工
具ビットが長軸方向に打撃動作するハンマ作業と、あるいは先端工具が長軸方向の打撃動
作と、長軸方向周りに回転動作するハンマドリル作業との間で駆動モードの切替えを行な
うモード切替装置を有するハンマドリルがこれに該当するが、長軸方向周りに回転運動す
る工具ビットの回転速度を、高速回転モードと低速回転モードとの間で切替えることがで
きるモード切替装置を有する電動ドリル等にように、先端工具の駆動モードを切替えるモ
ード切替装置を有する作業工具であれば、適用することが可能である。
【０００６】
　本発明のモード切替装置は、手動操作によって回転動作可能なモード切替部材と、モー
ド切替部材の回転軸線と交差する方向に直線動作可能な被動側部材と、被動側部材の直線
動作によって作動されるモード切替機構部と、モード切替部材に当該モード切替部材の回
転軸線から径方向に偏心した位置を初期位置として配置され、モード切替部材が回転動作
するとき、被動側部材に接触した状態で円弧状の運動を行うことによって当該円弧状の運
動のうちの被動側部材の直線動作方向成分を介して被動側部材を直線動作させる作動部材
と、を有し、そして作動部材は、モード切替部材に対し初期位置からモード切替部材の回
転軸線に近づく当該モード切替部材の内径方向への移動が可能とされている。なお本発明
における「モード切換機構部」は、典型的には、モータの回転出力を先端工具に長軸方向
の直線運動として、あるいは長軸方向周りの回転運動として伝達する動力伝達系に設けら
れ、駆動側回転部材から被動側回転部材に動力を伝達あるいは遮断するクラッチ機構がこ
れに該当する。また「内径方向への移動」の態様としては、曲線状に移動する態様、ある
いは直線状に移動する態様のいずれも好適に包含し、また移動の仕方としては、モード切
替部材における定点を回動中心として揺動させる態様、あるいはモード切替部材に形成さ
れた溝に沿って移動させる態様等を好適に包含する。
【０００７】
　本発明のモード切替装置は、作動部材が初期位置から内径方向へと移動する際、作動部
材によって弾性変形されることで作動部材を初期位置に復帰させるべく弾発力を蓄積する
弾性要素を更に有する。そして作動部材は、モード切替部材がモード切替えのために回転
動作する際、モード切替機構部の動作の停滞によって被動側部材の直線動作が規制された
ときには、弾性要素を弾性変形しつつモード切替部材の内径方向へと移動動作することで
モード切替部材の回転動作を許容し、モード切替部材が回転動作された状態において、モ
ード切替機構部の動作の停滞が解消されて被動側部材の直線動作規制が解除されたときに
は、弾発力が蓄積された弾性要素によって初期位置へと復帰動作されることで被動側部材
が直線動作する構成とした。なお本発明における「弾性要素」は、典型的には、ねじりバ
ネによって構成されるが、ねじりバネに変えて圧縮コイルバネを採用してもよく、あるい
はバネに変えてゴムを採用してもよい。また本発明における「モード切替機構部の動作の
停滞」とは、モード切替機構部が、例えばクラッチ機構によって構成される場合であれば
、駆動側クラッチ部材のクラッチ歯と被動側クラッチ部材の被動側クラッチ歯との噛合い
係合が不能とされる状態（クラッチ歯の山部同志が互いに乗り上げた状態）がこれに該当
し、「停滞が解消される」とは、駆動側クラッチ部材のクラッチ歯と被動側クラッチ部材
の被動側クラッチ歯との噛合い係合が可能とされた状態（一方のクラッチ歯の山部側面に
他方のクラッチ歯の山部側面が当接した状態）がこれに該当する。
【０００８】
　本発明によれば、モード切替部材がモード切替えのために回転動作する際、モード切替
機構部の動作の停滞によって被動側部材の直線動作が規制された場合であっても、モード
切替部材を回転させて所定のモード位置にセットすることができ、その後において、モー
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ド切替機構部の動作の停滞が解消されたときには、弾発力が蓄積された弾性部材により作
動部材を介して被動側部材を所定位置へと移動させることができる。本発明においては、
モード切替機構部の動作が停滞したときには、作動部材がモード切替部材の内径方向へと
移動することで、当該モード切替部材の継続的な回転動作を許容する構成としたことによ
り、作動部材に弾発力を付与する弾性要素をモード切替部材側に設けることができる。こ
れにより、弾性要素の小型化が可能となり、弾性要素が、例えばねじりバネによって構成
される場合であれば、ねじりバネのアーム部の長さを短くして小型化できる。また作動部
材が被動側部材に直接に接触する構成のため、モード切替部材と被動側部材とを近接して
配置することが可能となり、配置スペースを少なくできる。
【０００９】
　また、本発明によれば、作動部材のモード切替部材に対する内径方向への移動動作は、
モード切替部材の回転軸線以外の定点を支点とする揺動運動である。本発明によれば、作
動部材に揺動運動を行わせることで、当該作動部材を小スペース内でモード切替部材の内
径方向へと合理的に移動させることができる。
【００１０】
（請求項２に記載の発明）
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１に記載の作業工具における作動部材の支点は
、モード切替部材の回転軸線と初期位置に置かれた作動部材とを結ぶ直線に関して互いに
対称な位置に各一個ずつ設けられている。そして作動部材は、一方の支点周りの揺動運動
と他方の支点周りの揺動運動がそれぞれ可能とされている。ここで「それぞれ可能とされ
ている」の態様としては、典型的には、作動部材が各支点に対して離間可能に係合する態
様がこれに該当する。すなわち、作動部材は、一方の支点周りに揺動運動を行うときには
、他方の支点から離間し、他方の支点周りに揺動運動を行うときには、一方の支点から離
間するように構成される。本発明によれば、作動部材を揺動可能に支持する支点を、モー
ド切替部材の回転軸線と初期位置に置かれた作動部材とを結ぶ直線に関して互いに対称な
位置に各一個ずつ設けたことにより、モード切替部材が回転軸線周りに回転動作する際の
、回転方向につき、制約を受けない。このため、モード切替部材を回転軸線周りに右回り
あるいは左回りのいずれの方向に回してもモード切替を行うことが可能となり、切替操作
の操作性を向上できる。
【００１１】
（請求項３に記載の発明）
　請求項３に記載の発明によれば、請求項１または２に記載の作業工具においては、モー
ド切替部材が装着される装着孔を備えた工具本体部を有する。そしてモード切替部材は、
装着孔に回動自在に嵌合する円形部を有し、円形部には回転軸線方向の凹部が形成される
とともに、凹部内には作動部材のうちの被動側部材と接触する部位を除いた部位および弾
性要素が収容された構成とされる。本発明によれば、作動部材および弾性要素をモード切
替部材における円形部の凹部に配置することにより、無駄の無い簡潔な配置構造を構築す
ることが可能となるとともに、作動部材および弾性要素が円形部における径方向の外側に
突出しない構成のため、モード切替部材の円形部を工具本体部の挿入孔に当該挿入孔の長
軸方向から差し込んで組み付ける際の組付け性を向上できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、作業工具におけるモード切替装置のコンパクト化を図る上で有効な技
術が提供されることとなった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態につき、図面を参照しつつ詳細に説明する。本実施の形態は、
モード切替装置を有する作業工具の一例として電動式ハンマドリルを用いて説明する。図
１は本実施の形態に係る電動式ハンマドリルの全体構成を示す側断面図である。図１に示
すように、本実施の形態に係るハンマドリル１０１は、概括的に見て、ハンマドリル１０
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１の外郭を形成する本体部１０３と、当該本体部１０３の先端領域（図示左側）に中空状
のツールホルダ１３７を介して着脱自在に取付けられたハンマビット１１９と、本体部１
０３のハンマビット１１９の反対側に連接された使用者が握るハンドグリップ１０９とを
主体として構成されている。ハンマビット１１９は、ツールホルダ１３７によってその長
軸方向への相対的な直線動作が可能に、かつその周方向への相対的な回転が規制された状
態で保持される。本体部１０３は、本発明における「工具本体部」に対応し、ハンマビッ
ト１１９は、本発明における「先端工具」に対応する。なお説明の便宜上、ハンマビット
１１９側を前、ハンドグリップ１０９側を後という。
【００１４】
　本体部１０３は、駆動モータ１１１を収容したモータハウジング１０５と、運動変換機
構１１３、打撃要素１１５および動力伝達機構１１７を収容したクランクハウジング１０
７とによって構成されている。駆動モータ１１１の回転出力は、運動変換機構１１３によ
って直線運動に適宜変換された上で打撃要素１１５に伝達され、当該打撃要素１１５を介
してハンマビット１１９の長軸方向（図１における左右方向）への衝撃力を発生する。ま
た駆動モータ１１１の回転出力は、動力伝達機構１１７によって適宜減速された上でハン
マビット１１９に伝達され、当該ハンマビット１１９が長軸方向周りに回転動作される。
なお駆動モータ１１１は、ハンドグリップ１０９に配置されたトリガ（図示省略）の引き
操作によって通電駆動される。
【００１５】
　図２および図３にはそれぞれハンマドリル１０１の主要部を拡大した状態が断面図で示
される。図２には動力伝達機構１１７が動力伝達状態に切替られた状態が示され、図３に
は動力伝達機構１１７が動力遮断状態に切替えられた状態が示される。運動変換機構１１
３は、駆動モータ１１１によって水平面内にて回転駆動される駆動ギア１２１、被動ギア
１２３、クランクシャフト１２５、クランクアーム１２７、および駆動子としてのピスト
ン１２９を主体として構成され、クランクシャフト１２５、クランクアーム１２７および
ピストン１２９によってクランク機構が構成されている。ピストン１２９は、シリンダ１
４１内に摺動自在に配置されており、駆動モータ１１１が通電駆動されることに伴い当該
シリンダ１４１に沿って直線動作を行う。
【００１６】
　打撃要素１１５は、シリンダ１４１のボア内壁に摺動自在に配置された打撃子としての
ストライカ１４３と、ツールホルダ１３７に摺動自在に配置されるとともに、ストライカ
１４３の運動エネルギをハンマビット１１９に伝達する中間子としてのインパクトボルト
１４５とを主体として構成される。ストライカ１４３は、ピストン１２９の摺動動作に伴
うシリンダ１４１の空気室１４１ａの空気バネを介して駆動され、ツールホルダ１３７に
摺動自在に配置されたインパクトボルト１４５に衝突（打撃）し、当該インパクトボルト
１４５を介してハンマビット１１９に打撃力を伝達する。
【００１７】
　動力伝達機構１１７は、駆動ギア１２１の回転力を受ける中間ギア１３２、中間ギア１
３２とともに回転する中間軸１３３、中間軸１３３とともに水平面内にて回転駆動される
小ベベルギア１３４、当該小ベベルギア１３４に噛み合い係合して鉛直面内にて回転する
大ベベルギア１３５、当該大ベベルギア１３５に噛み合い係合して回転駆動されるドライ
ビングスリーブ１４７を主体として構成される。ドライビングスリーブ１４７は、ツール
ホルダ１３７にスプライン嵌合され、周方向への相対移動が規制された状態でツールホル
ダ１３７の長軸方向（ハンマビット１１９の長軸方向）への移動が可能とされている。し
たがって、ドライビングスリーブ１４７の回転駆動力は、ツールホルダ１３７に伝達され
、更には当該ツールホルダ１３７に保持されたハンマビット１１９へと伝達される。
【００１８】
　ドライビングスリーブ１４７は、長軸方向の一端（後端）内周側にクラッチ歯１４７ａ
を有し、ツールホルダ１３７に対し後方（ハンドグリップ１０９側）へと相対移動したと
きには、大ベベルギア１３５に形成されたクラッチ歯１３５ａに噛み合い係合し（図２参
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照）、前方（ハンマビット側）へと相対移動したときは、当該噛み合い係合が解除される
構成とされる（図３参照）。すなわち、ドライビングスリーブ１４７は、大ベベルギア１
３５の回転駆動力をツールホルダ１３７に伝達する動力伝達状態（図２参照）と、駆動力
の伝達を遮断する動力遮断状態（図３参照）との間で切替可能とされている。
【００１９】
　またドライビングスリーブ１４７は、外周に回転ロック用のクラッチ歯１４７ｂを有す
る。そしてドライビングスリーブ１４７は、前方へと移動されて動力遮断状態に切り替え
られる際、クランクハウジング１０７におけるバレル部１０７ａの後端部側内周面に形成
された回転ロック用の固定歯１４９と噛み合い係合し、これによりツールホルダ１３７、
ハンマビット１１９の周方向の自由な動きを規制する、いわゆるバリオロックを行うこと
が可能とされる。
【００２０】
　ドライビングスリーブ１４７が後側へと移動され、動力伝達機構１１７が動力伝達状態
に切替えられた状態においては、使用者によるトリガの引き操作によって駆動モータ１１
１が通電駆動されると、駆動モータ１１１の回転出力が動力伝達機構１１７を介してツー
ルホルダ１３７へと伝達され、ハンマビット１１９が回転駆動される。と同時に駆動モー
タ１１１の駆動によって、クランク機構および打撃要素１１５を介してハンマビット１１
９に打撃力が加えられる。すなわち、動力伝達機構１１７が動力伝達状態に切替えられた
状態では、ハンマビット１１９は、長軸方向のハンマ動作と周方向のドリル動作とによる
ハンマドリルモードで駆動される。
【００２１】
　一方、ドライビングスリーブ１４７が前側へと移動されて動力伝達機構１１７が動力遮
断状態に切替えられた状態においては、駆動モータ１１１が通電駆動されると、運動変換
機構１１３および打撃要素１１５を介してハンマビット１１９に打撃力が加えられる。す
なわち、動力伝達機構１１７が動力遮断状態に切替えられた状態では、ハンマビット１１
９は、長軸方向のハンマ動作のみを行うハンマモードで駆動される。このように、ドライ
ビングスリーブ１４７は、ハンマビット１１９の駆動モードにつき、ハンマモードとハン
マドリルモードとの間で切替えるためのクラッチ機構を構成するものである。ドライビン
グスリーブ１４７は、本発明における「モード切替機構部」に対応する。
【００２２】
　次にドライビングスリーブ１４７を動力伝達状態あるいは動力遮断状態に切替えるモー
ド切替機構１５１につき、図４～図１４を参照しつつ説明する。モード切替機構１５１は
、本発明における「モード切替装置」に対応する。モード切替機構１５１は、ハンマビッ
ト１１９に打撃動作のみを行わせるハンマモードと、ハンマビット１１９に打撃動作と回
転動作とを行わせるハンマドリルモードとの間で切替可能とされる。モード切替機構１５
１は、図４～図６に示すように、使用者による手動操作によって水平面内での回転動作が
可能とされたモード切替用の操作部材１５３と、操作部材１５３の回転動作に基づき当該
操作部材１５３の回転軸線Ｑ（図８～図１４参照）周りに回転（円弧状の運動）する偏心
ピン１５５と、当該偏心ピン１５５を介して直線動作され、動力伝達機構１１７のドライ
ビングスリーブ１４７を切替動作するクラッチ作動機構部１５７とを主体として構成され
る。操作部材１５３は、本発明における「モード切替部材」に対応し、偏心ピン１５５は
、本発明における「作動部材」に対応する。
【００２３】
　操作部材１５３は、操作用グリップ付き円板からなる操作部１５３ａと、クランクハウ
ジング１０７の内部に配置される円筒部１５３ｂと、を有する。円筒部１５３ｂは、本発
明における「円形部」に対応する。操作部１５３ａは、クランクハウジング１０７の外側
に配置され、使用者による手動操作が可能とされる。円筒部１５３ｂは、クランクハウジ
ング１０７に形成された筒状部１０７ｂの装着孔１０７ｃ内に当該クランクハウジング１
０７の外側（上方）から挿入することによって水平面内での回転可能に取り付けられてい
る（図６参照）。円筒部１５３ｂは、上面側において、操作部材１５３の回転軸線Ｑ、す
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なわち円筒部１５３ｂの回転軸線Ｑから所定量だけ偏心した位置にクランクピン１５４を
有しており、図４に示すように、このクランクピン１５４を介して操作部１５３ａと連接
されている。すなわち、円筒部１５３ｂは、操作部１５３ａによってクランクピン１５４
を介して回転される構成とされる。
【００２４】
　偏心ピン１５５は、円筒部１５３ｂの下部側において、操作部材１５３の回転軸線Ｑか
ら所定量だけ偏心した位置に配置されており、操作部材１５３が回転動作される際、操作
部材１５３の回転軸線Ｑ周りに回転運動（円弧状の運動）を行う。
【００２５】
　クラッチ作動機構部１５７は、図５および図６に示すように、操作部材１５３が水平面
内で回動操作されるとき、偏心ピン１５５の回転動作に基づき、シリンダ１４１の長軸方
向（すなわち、ハンマビット１１９の長軸方向）に直線状に移動動作される平面視で略コ
字形の枠部材１５９（図８～図１４参照）と、当該枠部材１５９に連接されて前方に延び
る左右２本の棒状部材１６１と、当該棒状部材１６１の前端部に結合された略半円弧形の
切替部材１６３とを主体として構成されている。枠部材１５９は、本発明における「被動
側部材」に対応する。
【００２６】
　枠部材１５９は、図８～図１４に示すように、シリンダ１４１の長軸方向と交差する方
向に延びる長円孔１５９ａを有し、この長円孔１５９ａに偏心ピン１５５が係合されてい
る。枠部材１５９は、操作部材１５３が回転動作されたとき、操作部材１５３の回転軸線
Ｑ周りに回転運動を行う偏心ピン１５５によって長円孔１５９ａの前側あるいは後側の壁
面を押され、当該偏心ピン１５５の回転運動のうちの前後方向成分（シリンダ１４１の長
軸方向成分）によってシリンダ１４１の長軸方向に直線状に移動される。
【００２７】
　枠部材１５９に連接された棒状部材１６１は、シリンダ１４１の後端部外側空間部およ
び大ベベルギア１３５の外側空間部を通ってシリンダ１４１の長軸方向に水平状に延在さ
れている。棒状部材１６１の前端部に結合された略半円弧形の切替部材１６３は、ドライ
ビングスリーブ１４７の外周部に配置されるとともに、内径側に突出する突起部１６３ａ
を有しており、この突起部１６３ａがドライビングスリーブ１４７の外周部に形成された
環状溝１４７ｃに周方向への相対移動可能に係合されている。上記のように構成される枠
部材１５９、棒状部材１６１および切替部材１６３は、互いに一体となって直線動作する
。
【００２８】
　操作部材１５３が、例えばハンマドリルモード位置からハンマモード位置へと回転動作
されると、枠部材１５９は、偏心ピン１５５によって長円孔１５９ａの前側の壁面を押さ
れて前方へと移動される。このときは、棒状部材１６１および切替部材１６３を介してド
ライビングスリーブ１４７が大ベベルギア１３５から離間する前方へと移動され、当該ド
ライビングスリーブ１４７の後側のクラッチ歯１４７ａが大ベベルギア１３５のクラッチ
歯１３５ａから離間して噛み合い係合が解除される。すなわち、ドライビングスリーブ１
４７が動力遮断状態に切り替えられる。と同時にドライビングスリーブ１４７の前側のク
ラッチ歯１４７ｂがバレル部１０７ａの固定歯１４９に噛み合い係合し、これにより周方
向の動きが規制され、バリオロック状態となる。
【００２９】
　一方、操作部材１５３がハンマモード位置からハンマドリルモード位置へと回転動作さ
れると、枠部材１５９は、偏心ピン１５５によって長円孔１５９ａの後側の壁面を押され
て後方へと移動される。このときは、棒状部材１６１および切替部材１６３を介してドラ
イビングスリーブ１４７が大ベベルギア１３５に接近する後方へと移動され、前側のクラ
ッチ歯１４７ｂがバレル部１０７ａの固定歯１４９から離間して噛み合い係合が解除され
る。と同時に後側のクラッチ歯１４７ａが大ベベルギア１３５のクラッチ歯１３５ａに噛
み合い係合する。すなわち、ドライビングスリーブ１４７が動力伝達状態に切り替えられ
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る。
【００３０】
　本実施の形態においては、偏心ピン１５５が最も後側へと移動された後退端位置がハン
マドリルモード位置として設定されている。この状態が図８に示される。そして偏心ピン
１５５がハンマドリルモード位置に置かれたときに、ドライビングスリーブ１４７の後側
のクラッチ歯１４７ａが大ベベルギア１３５のクラッチ歯１３５ａに噛合い係合する動力
伝達状態となる。一方、ハンマドリルモード位置から周方向に１２０度の位相差を置いた
位置をハンマモード位置としている。このため、ハンマモード位置は、操作部材１５３の
回転軸線Ｑを通る枠部材１５９の移動直線に関する対称位置にそれぞれ形成される。すな
わち、ハンマドリル位置から右回りに１２０度回転させた位置と、左回りに１２０度回転
させた位置とに、それぞれハンマモード位置が設定されている。この状態が図１１と図１
４に示される。そして偏心ピン１５５がハンマモード位置に置かれたときに、ドライビン
グスリーブ１４７の前側のクラッチ歯１４７ｂがバレル部１０７ａの固定歯１４９に噛合
い係合するバリオロック状態となる。
【００３１】
　上記のように、２つのハンマモード位置を設定した関係で、偏心ピン１５５が一方のハ
ンマモード位置と他方のハンマモード位置間で回転する際、当該偏心ピン１５５は、長円
孔１５９ａの前側の壁面に干渉して回転動作がロックされてしまうことになる。このこと
に鑑み、長円孔１５９ａの壁面は、後側（ハンドグリップ１０９側）については、直線状
に形成されるが、前側（ハンマビット側）については、一部に操作部材１５３の回転軸線
Ｑ周りを回転する偏心ピン１５５の移動軌跡（円弧運動）の一部に対応する円弧面１５９
ｂを有する構成とされる。これにより上記のロック問題が解消されている。
【００３２】
　なお図示はしないが、クランクハウジング１０７側には、２つのハンマモード位置と、
１つのハンマドリルモード位置を示す目印が周方向にそれぞれ１２０度の間隔で標示され
ており、この標示に操作部１５３ａの位置指示部を合わせることによって操作部材１５３
を所定のモード位置に切替えることが可能とされている。
【００３３】
　ところで、駆動モータ１１１の停止状態において、使用者によって操作部材１５３が回
転動作され、ドライビングスリーブ１４７が前方、あるいは後方に移動されてクラッチ機
構が切替動作される際、ドライビングスリーブ１４７のクラッチ歯１４７ａあるいは１４
７ｂが大ベベルギア１３５のクラッチ歯１３５ａあるいはバレル部１０７ａの固定歯１４
９に乗り上げて（歯の山部の側面同士が当接して）移動動作が停滞する可能性がある。こ
の乗り上げに関わらず、操作部材１５３を所定のモード位置へと回転動作することを可能
とするべく、本実施の形態に係るモード切替機構１５１においては、偏心ピン１５５が操
作部材１５３の円筒部１５３ｂに対して相対変位できるように装着されている。以下、操
作部材１５３に対する偏心ピン１５５の装着構造につき、主に図８を参照しつつ説明する
。
【００３４】
　図８に示すように、円筒部１５３ｂの筒孔１５３ｃには、内壁面側に近接した位置に平
面視で略Ｕ形に形成されたピンホルダー１６９が配置されている。筒孔１５３ｃは、本発
明における「凹部」に対応する。偏心ピン１５５は、筒孔１５３ｃに収容されたピンホル
ダー１６９に一体に連接され、当該ピンホルダー１６９のＵ形底部側の側面から円筒部１
５３ｂの外側に向って操作部材１５３の回転軸線方向に直線状に突出されている。ピンホ
ルダー１６９のＵ形開口側の各端部には、それぞれフック状の係合部１６９ａが形成され
ている。一方、円筒部１５３ｂの内壁面には、操作部材１５３の回転軸線Ｑと偏心ピン１
５５の中心とを結ぶ直線に関して互いに対称な位置に各一個ずつの係合凹部１５３ｄが設
定され、それら各係合凹部１５３ｄにピンホルダー１６９の各係合部１６９ａが係合され
ている。
【００３５】
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　そしてピンホルダー１６９は、一方あるいは他方の係合凹部１５３ｄを支点として円筒
部１５３ｂの内径方向に揺動可能とされている。この揺動を可能とするべく係合部１６９
ａと係合凹部１５３ｄの係合面は、互いに円弧状の曲面によって形成されている。このよ
うに、偏心ピン１５５は、一方あるいは他方の係合凹部１５３ｂを支点として、右回りあ
るいは左回りにピンホルダー１６９とともに揺動運動することで円筒部１５３ｂの回転軸
線Ｑに近づく内径方向へと移動される構成とされる。係合凹部１５３ｄは、本発明におけ
る「支点」に対応する。
【００３６】
　円筒部１５３ｂの筒孔１５３ｃには、ねじりバネ１７１が配置されている。本実施の形
態では、ねじりバネ１７１が２個配置された場合を示すが、一個であってもよい。ねじり
バネ１７１は、当該ねじりバネ１７１の外径方向に延出する一方のアーム部１７１ａが一
方の係合部１６９ａに当接し、他方のアーム部１７１ａが他方の係合部１６９ａに当接す
るように配置される。これにより、偏心ピン１５５は、２つの係合部１６９ａが対応する
係合凹部１５３ｄにそれぞれ係合された位置に保持されるように設定される。このように
係合部１６９ａが係合凹部１５３ｄに係合されたときの偏心ピン１５５の位置が、本発明
における「初期位置」に対応する。偏心ピン１５５がいずれか一方の係合凹部１５３ｄを
支点にしてピンホルダー１６９とともに揺動運動を行うとき、ねじりバネ１７１は、係合
凹部１５３ｄから離間する方向へと移動する他方の係合部１６９ａによってアーム部１７
１ａを押され、弾発力を蓄積する。ねじりバネ１７１は、本発明における「弾性要素」に
対応する。なおねじりバネ１７１は、筒孔１５３ｃ内の回転軸線Ｑ近くに設けられた円筒
状のバネガイド１７３に遊嵌状に嵌合され、径方向の遊動が抑えられている。
【００３７】
　図７には偏心ピン１５５およびねじりバネ１７１の円筒部１５３ｂに対する組付け構造
が示される。図示のように、偏心ピン１５５を有するピンホルダー１６９およびねじりバ
ネ１７１は、円筒部１５３ｂの筒孔１５３ｃの所定位置に挿入されてセットされる。その
後、当該円筒部１５３ｂの筒孔１５３ｃが、バネガイド１７３にネジ１７５によって止着
された円板状のカバープレート１７７によって塞がれる。これによりピンホルダー１６９
およびねじりバネ１７１は、筒孔１５３ｃ内に収容保持される。このとき、偏心ピン１５
５は、カバープレート１７７に設けた開口部１７７ａを通って外側に突出される。なお開
口部１７７ａは、偏心ピン１５５の揺動動作を許容する広さの開口面積を有する。
【００３８】
　本実施の形態におけるモード切替機構１５１は、上記のように構成されている。図８お
よび図９には操作部材１５３がハンマドリルモードに切替えられた状態が示される。図８
はドライビングスリーブ１４７の後側のクラッチ歯１４７ａが大ベベルギア１３５のクラ
ッチ歯１３５ａに噛合い係合されたときの、操作部材１５３に対する偏心ピン１５５の相
対位置を示し、図９はドライビングスリーブ１４７の後側のクラッチ歯１４７ａが大ベベ
ルギア１３５のクラッチ歯１３５ａに乗り上げて移動動作が停滞したときの、操作部材１
５３に対する偏心ピン１５５の相対位置を示している。
【００３９】
　使用者によって操作部材１５３がハンマモード位置からハンマドリルモード位置へと回
転動作されたとき、後側へと移動するドライビングスリーブ１４７の後側のクラッチ歯１
４７ａが大ベベルギア１３５のクラッチ歯１３５ａに乗り上げると、ドライビングスリー
ブ１４７の後方への移動が停滞される。その状態で操作部材１５３がハンマドリルモード
位置まで更に回転されると、図９に示すように、枠部材１５９の長円孔１５９ａの後側の
壁面によって前方へと押し返された偏心ピン１５５は、ピンホルダー１６９とともに一方
の係合凹部１５３ｄを支点にして円筒部１５３ｂの回転軸線Ｑに近づく内径方向へと揺動
する。このとき、他方の係合凹部１５３ｄから離間する方向へと揺動する他方の係合部１
６９ａは、ねじりバネ１７１のアーム部１７１ａを押して当該ねじりバネ１７１を弾性変
形させる。これにより、ねじりバネ１７１は、弾発力を蓄積する。
【００４０】
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　その後において、駆動モータ１１１の通電駆動に伴い大ベベルギア１３５が回転駆動さ
れ、当該大ベベルギア１３５のクラッチ歯１３５ａの山部と、ドライビングスリーブ１４
７の後側のクラッチ歯１４７ａの谷部が合致すると、ねじりバネ１７１の弾発力によって
偏心ピン１５５がピンホルダー１６９とともに一方の係合凹部１５３ｄを支点にして外径
方向へ揺動され、他方の係合凹部１５３ｄに他方の係合部１６９ａが係合する本来の位置
、すなわち初期位置へと移動される。これにより、枠部材１５９が後方へと移動され、棒
状部材１６１および切替部材１６３を介してドライビングスリーブ１４７が大ベベルギア
１３５側へと移動され、クラッチ歯１４７ａとクラッチ歯１３５ａとが噛合い係合される
。
【００４１】
　図１０には、図９に示すドライビングスリーブ１４７のクラッチ歯１４７ａが大ベベル
ギア１３５のクラッチ歯１３５ａに乗り上げた状態から、操作部材１５３がハンマドリル
モード位置を超えて更に回転された場合が示されている。このときは、偏心ピン１５５は
、図９に示した位置よりも更に内径方向へと移動され、操作部材１５３の回転軸線Ｑに更
に近接することによって操作部材１５３の同方向への更なる回転を許容している。すなわ
ち、本実施の形態によれば、ドライビングスリーブ１４７のクラッチ歯１４７ａが大ベベ
ルギア１３５のクラッチ歯１３５ａに乗り上げた場合であっても、操作部材１５３につき
、更に同方向への回転動作を継続して次のモードに切り替えることができる。
【００４２】
　次に図１１および図１２には、操作部材１５３が右回りに回転動作されてハンマドリル
モードからハンマモードに切替えられた状態が示される。図１１はドライビングスリーブ
１４７の前側のクラッチ歯１４７ｂがバレル部１０７ａの固定歯１４９に噛合い係合され
たときの、操作部材１５３に対する偏心ピン１５５の相対位置を示し、図１２はドライビ
ングスリーブ１４７の前側のクラッチ歯１４７ｂがバレル部１０７ａの固定歯１４９に乗
り上げて移動動作が停滞したときの、操作部材１５３に対する偏心ピン１５５の相対位置
を示している。
【００４３】
　使用者によって操作部材１５３がハンマモード位置へと回転動作されたとき、前側へと
移動するドライビングスリーブ１４７の前側のクラッチ歯１４７ｂがバレル部１０７ａの
固定歯１４９に乗り上げると、ドライビングスリーブ１４７の前方への移動が停滞される
。その状態で操作部材１５３がハンマモード位置まで更に回転されると、図１２に示すよ
うに、枠部材１５９の長円孔１５９ａの前側の壁面によって前方へと押し返された偏心ピ
ン１５５は、ピンホルダー１６９とともに一方の係合凹部１５３ｄを支点にして円筒部１
５３ｂの回転軸線Ｑに近づく内径方向へと揺動する。このとき、他方の係合凹部１５３ｄ
から離間する方向へと揺動する他方の係合部１６９ａは、ねじりバネ１７１のアーム部１
７１ａを押して当該ねじりバネ１７１を弾性変形させる。これにより、ねじりバネ１７１
は、弾発力を蓄積する。
【００４４】
　その後、使用者がハンマビット１１９を手で掴み当該ツールホルダ１３７を右回りある
いは左回りに回転させる。すると、ツールホルダ１３７とともに回転するドライビングス
リーブ１４７のクラッチ歯１４７ａの山部とバレル部１０７ａの固定歯１４９の谷部が合
致したとき、ねじりバネ１７１の弾発力で偏心ピン１５５がピンホルダー１６９とともに
一方の係合凹部１５３ｄを支点にして外径方向へと揺動され、初期位置へと移動される。
これにより、枠部材１５９が前方へと移動され、棒状部材１６１および切替部材１６３を
介してドライビングスリーブ１４７が前側へと移動され、前側のクラッチ歯１４７ｂがバ
レル部１０７ａの固定歯１３５ａに噛合い係合される。
【００４５】
　図１３には、図１２に示すドライビングスリーブ１４７の前側のクラッチ歯１４７ｂが
バレル部１０７ａの固定歯１４９に乗り上げた状態から、操作部材１５３が一方のハンマ
モード位置を超えて他方のハンマモード位置へと更に回転された場合が示されている。こ
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のとき、本実施の形態では、枠部材１５９の長円孔１５９ａの前壁に操作部材１５３の回
転軸線Ｑ周りを回転する偏心ピン１５５の移動軌跡（円弧運動）の一部に対応する円弧面
１５９ｂを設けてあるため、偏心ピン１５５は、当該円弧面１５９ｂ上を操作部材１５３
に対する相対位置を変えることなく移動する。これによって操作部材１５３の更なる同方
向への回転を許容することができる。
【００４６】
　図１４には、操作部材１５３が左回りに回転動作されてハンマドリルモードからハンマ
モードに切替えられた状態（あるいは図１３に示す状態から操作部材１５３が右回りに更
に回転されて他方のハンマモード位置に回転動作された状態）が示される。なお操作部材
１５３が左回りに回転動作されてハンマモードに切替えられる場合において、ドライビン
グスリーブ１４７の前側のクラッチ歯１４７ｂがバレル部１０７ａの固定歯１４９に乗り
上げることで、当該ドライビングスリーブ１４７の前方への移動が停滞されたときの偏心
ピン１５５等の作用については、前述した右回りの回転動作時と同様である。
【００４７】
　以上述べたように、本実施の形態によれば、操作部材１５３によるモード切替時におい
て、ドライビングスリーブ１４７の移動動作の停滞によって枠部材１５９の直線動作が規
制されたときには、偏心ピン１５５がねじりバネ１７１を弾性変形しつつ円筒部１５３ｂ
の内径方向へと移動動作することで、操作部材１５３を停滞させることなく所定のモード
位置へと回転動作することができる。そしてドライビングスリーブ１４７の移動動作の停
滞が解消されたときには、弾発力が蓄積されたねじりバネ１７１によって偏心ピン１５５
およびクラッチ作動機構部１５７を介してドライビングスリーブ１４７を正規の位置へと
移動させることができる。
【００４８】
　特に本実施の形態においては、偏心ピン１５５が操作部材１５３に対して当該操作部材
１５３の内径方向へと移動する構成としたことにより、偏心ピン１５５に弾発力を付与す
るねじりバネ１７１を円筒部１５３ｂ（操作部材１５３）側に設けることができる。この
ため、ねじりバネ１７１のアーム部１７１ａの長さを短くして小型化できる。また偏心ピ
ン１５５が枠部材１５９に直接に係合（接触）する構成のため、操作部材１５３と枠部材
１５９とを近接して配置することが可能となり、配置スペースを少なくできる。
【００４９】
　また本実施の形態では、偏心ピン１５５がピンホルダー１６９とともに円筒部１３５ｂ
の係合凹部１５３ｄを支点にして揺動運動することで内径方向へ移動する構成としたので
、限られた小スペースで内径方向の移動動作を合理的に実現できる。また偏心ピン１５５
の揺動支点を、操作部材１５３の回転軸線Ｑと初期位置に置かれた偏心ピン１５５の中心
とを結ぶ直線に関して互いに対称な位置に各一個ずつ設定したことにより、操作部材１５
３を回転軸線Ｑ周りに左右いずれの方向に回してもモード切替を行うことが可能となり、
切替操作の操作性を向上することができる。
【００５０】
　また本実施の形態によれば、操作部材１５３における円筒部１５３ｂ内にピンホルダー
１６９およびねじりバネ１７１を収容する構成としたことにより、無駄の無い簡潔な配置
構造が実現される。またピンホルダー１６９およびねじりバネ１７１が円筒部１５３ｂの
径方向の外側に突出しない構成のため、円筒部１５３ｂをクランクハウジング１０７の筒
状部１０７ｂの装着孔１０７ｃに差し込んで組み付ける際の組付け性を向上できる。
【００５１】
　なお本実施の形態においては、ハンマモードとハンマドリルモード間でモードの切替え
を行なう場合につき説明したが、これに限られるものではない。例えば、運動変換機構１
１３側に、駆動モータ１１１の回転駆動力をクランク機構に伝達する動力伝達状態と、駆
動力の伝達を遮断する動力遮断状態との間で切替え可能なクラッチ機構を設け、当該クラ
ッチ機構を動力遮断状態に切替動作させる一方、前述した動力伝達機構１１７側にあって
は動力伝達状態とすることで、ハンマビット１１９に長軸方向周りの回転動作のみを行わ
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せるドリルモードで駆動できるようにしてもよい。
　また本実施の形態においては、作業工具の一例としてハンマドリルを例にして説明した
が、これに限らず、例えば長軸周りに回転運動する工具ビットの回転速度を、高速回転と
低速回転との間で切替えることができる電動ドリルへの適用が可能である。要するに、先
端工具の駆動モードを切替えるモード切替装置を有する作業工具であれば、適用すること
が可能である。
【００５２】
　なお本発明の趣旨に鑑み、以下の態様を構成することが可能である。
（態様１）
　「請求項３に記載の作業工具であって、
　前記モード切替部材は、当該モード切替部材の回転軸線と前記初期位置に置かれた前記
作動部材とを結ぶ直線に関して互いに対称な位置に各一個ずつ設けられた係合凹部を有し
、
　前記作動部材は、各係合凹部ごとにそれぞれ離間可能、かつ回動可能に係合する２つの
係合部を有し、
　前記弾性要素は、ねじりバネによって構成されるとともに、外径方向に延びる２つのア
ーム部を有し、前記ねじりバネの一方のアーム部が、一方の係合部に対して当該一方の係
合部を一方の係合凹部に係合させるように当接され、前記ねじりバネの他方のアーム部が
他方の係合部に対して当該他方の係合部を他方の係合凹部に係合させるように当接されて
いることを特徴とする作業工具。」
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明の実施形態に係るハンマドリルの全体構成を示す側断面図である。
【図２】ハンマドリルの主要部を示す断面図であり、動力伝達機構が動力伝達状態に切替
られた状態が示される。
【図３】ハンマドリルの主要部を示す断面図であり、動力伝達機構が動力遮断状態に切替
られた状態が示される。
【図４】モード切替機構を示す拡大断面図である。
【図５】モード切替機構のみを示す図である。
【図６】モード切替機構における操作部材の円筒部がクランクハウジングに装着された状
態を示す図である。
【図７】操作部材の円筒部に対する偏心ピンおよびねじりバネの組付け構造を示す斜視図
であり、（Ａ）は組付け前の状態を示し、（Ｂ）は組付け途中を示し、（Ｃ）は組み付け
後の状態を示す。
【図８】操作部材がハンマドリルモード位置に回転動作され、クラッチ機構が噛合い係合
したときのモード切替機構を示す平面図である。
【図９】操作部材がハンマドリルモード位置に回転動作され、クラッチ機構の切替動作が
停滞したときのモード切替機構を示す平面図である。
【図１０】操作部材が図９の状態から更に回転動作された状態を示す平面図である。
【図１１】操作部材が一方のハンマモード位置に回転動作され、クラッチ機構が噛合い係
合したときのモード切替機構を示す平面図である。
【図１２】操作部材が一方のハンマモード位置に回転動作され、クラッチ機構の切替動作
が停滞したときのモード切替機構を示す平面図である。
【図１３】操作部材が図１２の状態から更に回転動作された状態を示す平面図である。
【図１４】操作部材が他方のハンマモード位置に回転動作され、クラッチ機構が噛合い係
合したときのモード切替機構を示す平面図である。
【符号の説明】
【００５４】
１０１　ハンマドリル（作業工具）
１０３　本体部（工具本体部）



(13) JP 4812471 B2 2011.11.9

10

20

30

40

50

１０５　モータハウジング
１０７　クランクハウジング
１０７ａ　バレル部
１０７ｂ　筒状部
１０７ｃ　装着孔
１０９　ハンドグリップ
１１１　駆動モータ
１１３　運動変換機構
１１５　打撃要素
１１７　動力伝達機構
１１９　ハンマビット（先端工具）
１２１　駆動ギア
１２３　被動ギア
１２５　クランクシャフト
１２７　クランクアーム
１２９　ピストン
１３２　中間ギア
１３３　中間軸
１３４　小ベベルギア
１３５　大ベベルギア
１３５ａ　クラッチ歯
１３７　ツールホルダ
１４１　シリンダ
１４１ａ　空気室
１４３　ストライカ
１４５　インパクトボルト
１４７　ドライビングスリーブ（モード切替機構部）
１４７ａ　クラッチ歯
１４７ｂ　クラッチ歯
１４７ｃ　環状溝
１４９　固定歯
１５１　モード切替機構（モード切替装置）
１５３　操作部材（モード切替部材）
１５３ａ　操作部
１５３ｂ　円筒部
１５３ｃ　筒孔（凹部）
１５３ｄ　係合凹部
１５４　クランクピン
１５５　偏心ピン（作動部材）
１５７　クラッチ作動機構部
１５９　枠部材（被動側部材）
１５９ａ　長円孔
１５９ｂ　円弧面
１６１　棒状部材
１６３　切替部材
１６３ａ　突起部
１６９　ピンホルダー
１６９ａ　係合部
１７１　ねじりバネ（弾性要素）
１７１ａ　アーム部
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１７３　バネガイド
１７５　ネジ
１７７　カバープレート
１７７ａ　開口部
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